
求められる役割
暫まちづくりに必要な情報を
　適切に公開
暫市民がまちづくりに参加し
　やすい環境を整備
暫市民活動の育成・支援

求められる役割
暫自分たちのまちは自分たち
　が作っていくという自覚
暫自らが主体となって課題や
　解決策などを行政や他の市
　民に提案する

04

本
市
の
協
働
の
現
状
と
課
題

現
状「
1
・
4
％
と
　
・
9
％
」
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本
市
で
は
、
平
成
十
七
年
度
を
「
協
働
の
幕
開

け
」
の
年
と
位
置
づ
け
、
市
民
協
働
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
や
手
法
を
ま
と
め
た「
佐
世
保
市
市
民

協
働
推
進
指
針
」
を
策
定
し
、
同
年
十
二
月
に
は

「
佐
世
保
市
市
民
協
働
推
進
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
、

本
市
の
市
民
協
働
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検

討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
、
市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
さ

せ
ぼ
市
民
活
動
交
流
プ
ラ
ザ
の
開
設（
平
成
十
七
年

四
月
）
や
、
市
民
公
益
活
動
団
体
自
立
化
支
援
基
金

（
同
年
十
二
月
）、
さ
ら
に
そ
の
基
金
を
財
源
と
す

る
補
助
制
度
（
平
成
十
八
年
四
月
）
な
ど
、
市
民
活

動
を
活
発
に
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
同
プ
ラ
ザ
で
は
多
く
の
市

民
活
動
団
体
が
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
市
民
活

動
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
本
市
で
は
、
市
の
す
べ
て
の
事
業
に

つ
い
て
市
民
協
働
の
考
え
方
を
施
策
に
反
映
さ
せ

る
よ
う
検
討
し
、
可
能
な
限
り
市
民
協
働
で
事
業

を
試
み
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
六
月
に
「
ま
ち
づ
く
り
市

民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
注
2
）
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
調
査
項
目
に
は
市
民
協
働
に
関
す
る
設

問
も
あ
り
、「
市
民
と
と
も
に
歩
み
、
変
革
し
続
け

る
行
政
で
の
重
要
度
」
で
は
、「
財
政
運
営
が
重
要
」

と
回
答
し
た
市
民
が
　
・
2
％
で
最
も
多
か
っ
た
の

17

に
対
し
、「
市
民
協
働
が
重
要
」
と
回
答
し
た
市
民

は
わ
ず
か
1
・
4
％
。
ま
た
「
市
民
協
働
に
対
す
る

満
足
度
」
で
も
「
非
常
に
満
足
」「
や
や
満
足
」
を

合
わ
せ
て
　
・
9
％
と
い
う
結
果
で
、
本
市
に
お
け

17

る
市
民
協
働
の
重
要
度
、
満
足
度
は
と
も
に
低
く
、

市
民
協
働
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
だ
ま
だ
馴

染
み
が
薄
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

市
民
協
働
の
課
題

　
全
国
的
に
も
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
ま
だ
歴
史
の
浅
い
新
し
い
手
法
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
市
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
時
点
で
は

残
念
な
が
ら
馴
染
み
が
薄
い
存
在
で
す
。
当
面
は
、

市
民
協
働
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
、
参
加

し
た
い
と
い
う
動
機
を
引
き
出
す
こ
と
、
市
民
活

動
団
体
を
側
面
か
ら
支
援
し
、
活
動
を
促
進
さ
せ

る
こ
と
な
ど
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
が
さ
ら
に

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
市
民
と
行
政
の
相
互
理
解

　
市
民
活
動
団
体
と
行
政
で
は
、
意
思
決
定
の
方

法
や
事
業
推
進
の
手
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
違

い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
お
互
い
に
知
り
、
認
め

合
い
、
各
々
の
主
体
性
を
尊
重
し
、
信
頼
関
係
を
築

き
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
市
民
と
行
政
の
意
識
改
革

　
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
上
で
、
市
民
と
行
政
の
意
識
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
に
は
、
自

市民協働のイメージ

市民 行政
まちづくりの対等・平等なパートナー

安心して暮らし続けられる
まちづくりの実現

▼
▼
▼
　
　
　
　
　
　
　
▼
▼
▼

協働の三原則
自主性・主体性の尊重

対等・平等
情報公開・透明性の確保

注2：市民意識・意向を把握し、第6次市総合計画策定に反映させる
ため、市内在住の満16歳以上の市民3,500人を対象として、平成19
年5月10日～6月4日に実施。有効回答数1,402通（回収率40.0％）。　
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国道や県道にも市民の声を！

中心市街地安全・安心ワークショップ

　道路維持課では、市中心市街地整備計画を策定するにあ
たり、歩道のバリアフリー化を目指すため、「中心市街地安
全・安心ワークショップ」を開催しました。
　これまで道路整備を進める際には、行政主導により地元住
民への説明会などを開催することが一般的でした。住民の皆
さんにとっては、その場で初めて行政が作成した計画案の説
明を受けるため、事業に対して十分に理解していただけない
こともありました。
　そこで、今回の道路整備では、市民協働の一つの手法で
ある「ワークショップ」という検討会を開催しました。整備計画
の段階から市民に参加していただき、市民の意見を取り入れ、
市民の理解や行政との信頼関係が生まれることで、より利便
性の高い道路整備が実施できると考えたからです。
　ワークショップは、中心市街地エリア内の小・中学校、福祉
団体、商店街、地元町内会へ事前に「中心市街地安全・安

心ワークショップだより」を発行して参加者を募集し、昨年の
7月から9月にかけて3回開催しました。テーマは、道路の安全
状況を「①知る」「②確かめる」「③考える」で、1回平均約50
人の市民に参加していただきました。
　ワークショップをして良かったことは、①意見交換により、
行政と市民とで危険な箇所や整備が必要な箇所の共通認識
を持つことができ、課題や問題点が明確になった②実際に通
行する市民の意見を反映することで、より使いやすい道路整
備に向けた計画ができた―などです。
　今後は、いただいた意見を参考に道路整備を進めるととも
に、事業完了後に市民と一緒に効果を検証し、その結果をこ
れからの市内各地域の道路のバリアフリー化にも大いに役立
てていきたいと考えています。

市役所道路維持課

　市民協働の事例

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
が
作
っ
て
い
く
と
い

う
自
覚
を
持
ち
、
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
課
題
や

解
決
策
な
ど
を
行
政
や
他
の
市
民
に
提
案
す
る
な

ど
、
よ
り
積
極
的
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
行
政
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
情
報

を
適
切
に
公
開
し
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
市
民
活
動
の
育
成
・
支

援
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
市
民
に
ま
ち
づ
く
り
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
対
等
・
平
等
な
立
場
に

立
っ
て
協
力
す
る
と
い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

③
市
民
活
動
の
基
盤
強
化

　
市
民
活
動
の
現
場
で
は
、「
人
材
」「
財
源
」「
活

動
の
場
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
団
体
に
は
活
動
基
盤
を
整
備
し
て
い
く

た
め
の
支
援
が
必
要
で
す
。
市
民
が
活
動
し
や
す

く
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
を
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
推
進
体
制
の
整
備

　
行
政
分
野
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
協
働
と
馴

染
み
が
薄
い
部
署
も
あ
り
、
部
局
間
の
取
り
組
み

に
偏
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
全
庁
的
に

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
体
制
の
充
実
、
基
盤
整
備
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

協
働
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

　
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ず
市
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
行
動
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
た
め
の
重
要
な
施
策
と
し
て
、
本
市
で
は
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
積
極
的
に

協
働
に
関
す
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
提
供
す

る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
計
画
等
へ
の
意
見
公
募
）
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
検
討
会
・
体
験
型
の
講
座
）、

市
民
会
議
な
ど
気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
の
募
集

情
報
や
経
過
報
告
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、

皆
さ
ん
が
市
政
や
地
域
の
課
題
を
知
り
、
関
心
を

持
ち
、
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
市
民
協
働
推
進
計
画
」の
策
定
準
備

　
昨
年
十
月
、
佐
世
保
市
市
民
協
働
推
進
委
員
会

か
ら
「
佐
世
保
市
市
民
協
働
推
進
計
画
」
の
素
案
と

な
る
答
申
書
が
本
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
本
市
で
は
、
同
計
画
の
今
年
度
中
の
策
定

を
目
指
し
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
の
策
定
に
よ
り
、
市
民
協
働
の
た
め
の
本
市

の
具
体
的
な
行
動
計
画
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
次
回
の
特
集
で
紹
介
し
ま
す
）。

　
そ
れ
で
は
次
に
、
こ
れ
か
ら
参
加
で
き
る
市
民

協
働
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
市
が
進
め
る

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
対
等
・
平
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！
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